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平成３０年度外部評価

学校法人法林寺学園 成子幼稚園

評価項目の達成及び取組状況

評価項目 結果 理 由

教育設備等の充実 Ａ ＰＣ及びタブレット等の機器の使用に慣れてきて

保育に効率化がはかられている。

子育て支援について Ｂ 芸術鑑賞会では保護者への取り組みもなされてい

て感謝の声も聞こえる部分は評価すべきである。

できれば他のイベントも検討して欲しい声はある。

保育内容の公開 Ａ 入園検討の父兄や施設等からの訪問も増え幼稚園

の理解は増している。

障害児教育の体制 Ａ 長年の園としての取り組みはノウハウの蓄積も伴

って理想に近いものとなってきている。

また外部からの評価も得られ期待もされている。

評価・提言

１ 今年度の自己評価について

（１）重点目標の達成状況

教育設備の充実

ＯＡ機器による効率化した処理がなされている。

職員全体で常に高い向上心を持っていることは評価に値する。

子育て支援について

過去に行われていた保護者向けの講座等は歳検討して欲しい。

保育内容の公開

入園検討の方の訪問は５．６月で日々対応できている。

しかしながら他の方法での公開がないため今後検討が必要と思われる。

障害児保育の体制

職員の努力によるこれまでの蓄積が生かされいる。

浜松の療育関係の中での評価もされている。


